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高温冨高圧のはな

(鉱物合成の歴史と最近の地球科学の知識)

��

し

1.まえがき

1966年初秋といってもロサンゼルスは海辺で海水

I浴にあそび興じている人さえいて毎日暑い目カミつづい

ているのだが…….ボスのケネデｰ(G.C,Ken鵬dy)

教授は｢ここの研究室は現在超高圧下での金属の転移

や溶融点の変化いろいろのガスや液体の采衡関係地

殻のなかにおける鉱物の平衡関係の研究をす矛めている出

現在君はどんなことに興味をもりているかねふ

当時わたくしは超高圧技術の勉強&超高座癌高濃の

もとでの珪酸塩鉱物の安定関係を研究する淀め滋リフ

ォノレ皿ア大学鰹サンゼルス⑳地球物理学1慈墨物趨学研

究所のケネデｰ教授の研究蜜についで閥怒なくの頃であ

った,私の席をおく北海遠大学の鉱物学研究室でも高

圧のもあでの鉱物の相転移1平衡関係の研究率ず沸帯よ

うとの計画のもとに超高度裟置を入れヨ素敵車経験

者の意見を書慧ながらど泌&か鎮慶淡勢ぎ慧停レ'そ

の後わずかの経験のみで渡米怜た趨商厘実黙の願難

さとくに圧力測定の蒋勢塵締撮魔保持品熱電対の保

持などで苦労していた時代でも勅りね'

さて高い圧力のもとで物質はどうなるのであろうか.

最近超高圧のもとでは物質はその性質がいちじるしい

.変化をしめしときには全く新しい物質に転移す葡こと

カミしられてきた.!964年ノｰベル物理学賞をあた走ら

れたブリシマン(RW.Bエ三dgman)は超高圧技術の

発展ぽ著しく寄与しまた多くの物質についての高圧下

での物性の研究にすぐれ花業績をのこし彪,高圧物理

学のこのかポやかしい開幕から王O年危っかたたないうち

第王翻費リフ刺にア大学艀サン釣㍑紛繊地録物理学窓墨物理学

研究所の1部分長い名前なので薬蓄腎管)蹄蜜を櫛てUCLA工GPP:

とよんでいる

針谷宥

にジェネラル1エけトリック社(G鋤era工E1ectric

C～早S･A･)によるダイヤモンドの合成の成功が報じ

られ学界ばかりでなく業界にも強いシ嚢ックを与え

た､これを契機とし高圧のもとで鉱物カミっぎからっ

ぎえと合成され高圧下でのとい登観寂から鉱物の安定

性をみな潟赤芯&淋でき地球物理学地質学終大きな

貢献をなしつぢ務るζとをみ崇めない細浄終はいかない.

凄で地球の帯芯は約600ゆ3蜘蝸1磁湾鰭準ぶと

酌もなく樟蹄温撞高師蜘鋤紳紬ゆる

条徐下縫総ける鱗物の平衡関係を知る場でも澄萄ゴｰ一こ

の災夢終地球深部の物質の然麟は曽灼も蕎圧批くう条

僻秘'書杓跨て藍翼な役割腕は花にている｡地球を

構成している物質の地下深くぽおける状態やそのよう

飾察擁鱒係砕験脈淡碓箏晩成因

,坤:蝉嫌物韓的鵬い碗観測事靭醐1㍗要欠

｣1くぺから緒弗処なる嚇的･

どのぷう禁薄蹄玲近隼商澄1高圧実験の地学めうえ

叱脈帖峨料はか1ルれない夫き鮎淋狐

そめ実験駒研邦成果年ぶりか免りな淋ら､鍛避の地球科

辞痛離籍紋みたい蝸ギ塙圧岬靴対す

る期待は地球内部構造の研究1地球物理学や地質学の

発展におよぼす寄与ばかりでなく圏体物性･宇宙科学

や新物質の合成による材料科学の分野にも大いに貢献

しつつある.=

2｡合成鉱物掌の歴史

実験鉱物学の最揖の発展をしるう免に過去人類が鉱

物を利用して慧淀魔吏をきかのぼってみるのもあなが

ちな心なごとではないであろう｡有用鉱物の合成は

天然鉱物の利用のなかから必然的ぽうまれて書だもの

}こほかならないからである｡

窓て苗代人が天然の鉱物を装飾帰をしてもちいたこと

はよくしられた寮実である｡そればかりではなく

エジプト人はメネスの時代(紀元前3300年)には銅を利

用じ慈らに銅と錫を凄ぜた金属を僕周していわゆる

青銅器時代(鰍2王朝紀禿前妻000年前後)を発展させ

たことはよくしられたことである｡古代世界の諸民

族カ簿重した最初の物質はうたがいなく金であった.

ナイル河と紅海の間の山岳地帯やアラビア等は当時

の金の産出地であったことは史書からよみとれることで�
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ある.バビロニアエジプトと並んで小アジアにはヘ

ティット人の王国カミあり冶金彬の上で重要な業績をの

こした.彼等によって鉄の製錬法がエジプトやバビロ

ニアにもたらされたといわれている.エジプトの墳墓

の石棺やオベリスクにみられるような花筒岩の完全な

加工には鎌工具を使用していたと思われるし彼等は

すでに製鉄術をこころえていたと考えなければならない.

エジプト人の鉄の製造方法は第3図にみられるように

フィギ式に空気を炭火に入れ焔の還元作用によって鉄

鉱が溶融されて鎌になる方法を採用していた,

金属の精錬および加工とならんでガラス難螂着

亀ガラス籍具や陶諸類の製造がおこなわれていた.模

造宝有用のガラスや磁螂は酸化銅やコバルト化合物で

添や青は着色されていた.研磨の技術もすすんでいて

ニネヴエの廃跡で1つのレンズカ溌見されたことはお

どろくべきことである,アメノフィス4世の時代には

すでにエジプトに硝子工場があったらしく原料として

砂ソｰダｰ黒殻等がもちいられガラス玉や装飾品

として利用輸出していた.

鉱物学の開祖としてテオフラストス(紀元前371～286)

がしられている.彼はr鉱物について｣という著作を

のこしその書は当時までの化学的鉱物学的知識の結

集ということができる｡彼は自然科学上の個別的知識

の広さをもち正しい概念をつくりあげるための唯一の

方法として多数の個別的事例の観察に最大の価値をお

いた.鉱物はとく1こ亀および重さ紀よって区別される

ことを指摘したことは彼の自然観察の結果えられた

1つの大きな業績である､

ロｰマ帝政時代ミラノの北方コｰそに紀元23年カ

エス･プリニウス･セグンドウスマヨルカミ生菓れた.

彼の著｢博物学｣は彼の甥プリニウス･セタンドウ

ス｡ミノルによって｢自然そのものに劣らぬぽど多彩

汝博学の書｣といわしめた程の大書であった.鉱物学

的化学的知識の当時の多くの消息がこの書からうか

が交る｡ハンユバルが岩石を灼熱させておいて･そ

れぽ酢をかけて溶解妻せたという物語からプリニウス

は酢は火よりも強い酢ほ火は耐える岩石をもとかす

からであると一･･.プリニウムの悲劇的最後は有名で

ある.?9隼ベスビアス火山の噴火がおこってヘルク

ラネウムポンペイの都カ壊滅した｡彼は研究欲ぽか

られかの地に急行したが荒れ狂う自然のカの犠牲と

なってしまった苗

畏い期間をつうじて化学とくに冶金学上のいるいろ

な知識カ壊積されたのち紀元O年頃より卑しい物質

を貴金属にかえるこ'とを員的とした錬金術がさか免た一

錬金術のおこる実際的墓標となったのは金属の精錬の

ほかに貴金属の加工による装飾品の製造添あった,

大昔卵ら貴金属のかわりに値うちの少い物質をつかっ

て人々を芯ましたり金や銀に他の金属をまぜたり他

の金属や合金の表面を金や銀ににせてつくったりして彼

等の目的をたっした.しかし錬金術家の終局の員的は

物質の転化であり当時の化学過程に対する理解の不思

と占星術のふくざつな関係のため現在からみると全

く理解にくるしむいろいろなできごとかあった.中世

には｡錬金術は経る種の政治的意義をさえ獲得し科学

の発展にとって長い中世の暗雲蒔代をむかえるようにな

る.

化学の発展と鉱物学の開花とはいっても密接父関

係カミあった｡近世鉱物学の本当の父ともみるべき人は

ゲオルク1バウアｰである.彼は!独年ザクセンに生

まれ自分の名箭をラテン化してアグリコラ(Ge㎝g{鵬

A薄命的)と称しザクセンで医者として活動した｡�
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学をおさめて耳下線の出口を発見した.こ

の茸下線管は今員でも欣テノｰ管｣とよばれ

ている,彼の繭月一定の法則は鉱物学の最

初ぽわれわれが学ぶあまりぽも有名な法則であ

る.彼はまた鉱物⑳塗脚ζついて結晶は溶

液から生じたもので適娑な溶媒1はりてまた

溶液にもどすことが湾慧ると考えた.ζの意

見の証明のため緑欝とか明欝のような各種の

塩を溶液から結晶させ結晶⑬形成のじかたや

結晶面のさまざまな育成を観察した.彼の業

績は鉱物学の分野ばかりでなく地質学の分野

にまでおよんだ.しかし彼の地球の発展に関

､o理鵠艦瞭濃艶叱する考えをできるだけ聖書の創造説話と一致

繁咽アグリ裏ラ第姻デレメタリヵ1556年させようとの試みとカトリックヘの熱狂は彼

出版幾時の探鉱'採鉱'治の知的平衡を完全にてんぷくさせるものになっ

錘の議綱を版画をもちいて

隷しく説甥してあるてしまった.

吉代の文献から金属医薬についての知識をえ鉱物学ぽ地球の内部構造と生成についての最初の著述はアタ

興味をいだきはじめ花｡彼の著作の串で最も箆要なのナジウム･キルヒヤｰのr地下の棋界｣(166遂隼)にみ

は1搬年すなわち苑去(蝸5年!五月)の4ヵ月後にられる｡これは博物学的知識の所産であったが!つ

出版された｢鉱山学書J(DeReMeta11ica)でありの空想的な絵画でもある.しかし地球の深部にいくは

当時の鉱山冶金や試金術の有様を多く木版画をもちいつれて温度斜上昇することの最初の記載がみられること

ながら完全にしめしている｡第7図と第8図からは注員にあ従いする｡彼はこの知識を鉱山の坑夫か

当時考克られていた鉱脈賦存の状態と探鉱の様子でうらえている.観察ばかりでなく地質学上の実験も人

かかいしることができる.{当時は自然界は神がつくりいにおこなわれた.フランスの科学者鴛鴛プレムリ

絵い現在もそのままの姿であると一般に信じられてい(!64δ～王715年)は硫叢と鉄のしめった混合物をうめ

た｡しかしアグリコラは岩石や鉱石は自然のカで生て火山にまねた.そして空気申から供給された酸素の

じたものであるという見解をもっていた.鉱山学警のえいきょうで自然に熱せられ噴火に似た現象を観察し

出版される!0年前｢鉱物の本性について｣(脳6年)た.

をあらわし外観の特徴にもとづいて鉱物を識別する方17世紀における近世鉱物学の確立にとって注目すべき

法を確立した､色光湶透明度味におい'およことは精密な観察がおこなわれたことであろう.ス

ぴ触感形重さや舜開性をも考慮1こいれて記載した.テノｰの水晶の研究バルトリヌスの方解有の光学的研

五6世紀をかざる化学家のバリッシ(15エO～89年)ビリ究レｰウェンフックの石膏の錯開と結晶水の研究など

ングヅチ薮(1540年金属加工稻精鎌の書をだす)やアカミある.物理学者として有塙な樽バｰドボイル

グリコラ導は皆錬金術に対して批判的であったのは繭(艮◎b航跳yl)(1627～醐1年)は溶融体からの緕

自い.第9!⑪図から精錬1精製技術がよくうかが史腸作用の研究をおこない急激な冷却によって結晶作用

る｡金の製造に必要な祭1物質をえるために錬金術を促進させたとき結晶の性質におよぼすえいきょうを

家花ちは手あたりしだいあらゆる物質を融解し煮沸ししらべた｡このような人命は近世鉱物学の確立者とも

混合した.このような操作はw世紀ハンブルクの商いうべきであろう｡

人ブラントによる燐の発見をみちびいた.このよう永鉱物も化合物にほかならないという考えが一般的と匁

意味での錬金術家の成果もみのがしてはならないものでりはじめたのはようやく工8植紀のことである｡この

ある･時期には化学者とめていけいによる鉱物化学の重要な基

礎がきづかれた.鉱物の化学的研究にはスウェｰデン

鉱物の組成や形態ばかりでなくその生成に対する舜の科学者グルンスデット(1722～!765年)およびベリマ

間が為こりこの問題の解答に努力した人としてユ7世ン(!735～ユ784隼)が最大の功績をのこした.

紀ニコラウス･ステノｰ(Nico工a雌S定鋤｡)をあげなけ1750年生まれのアブラハム･コットロップ.ヴェルナ

ればならない･彼は1631年コペンハｰゲンに生まれ摩一は鉱物界の第統的分類をもっぱら化学組成によって�
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おこなうことカミ最も自然であると考え鉱物の物理的特

徴化学的特徴を詳細ぽ研究した.彼は鉱物学への貢

献ばかりでなく火成岩の本性と起源につい打水成論｣

をてんかいし間もなくドイツにおいて｢火成論一者と

の間にはげしい学術上の論争カミてんかいされた.この

水成論的理論をくつがえすのに婦も多く貢献し恋人は

ジ蕊一ムス壇ハットン(3a加esHutton)(王726～王797年)

である.

3.実験的な研究のはし譲り

地球上層を構成している珪酸塩鉱物や岩石を素材とし

た実験的研究はとう苦ん地質学者の手によりてはじめ

られた.19世紀におけるエジンバラのホｰノレ(Sir

Ja㎜esH籔至1)(176エ～ユ832年)は溶融し危岩石掬を急

に冷却するかあるいは徐康に冷却するかにしたカ㌧で

それはガラス状蜜たは結晶状紀凝圏することをみいだ

したこのような観察的研究はハットンの火成論を

ようごするのに大きな役割りをはたし忠実験岩石学の

父"とよばれ引ひ叱っ危｡近代的な化学および物理

年)ミツチ器ル苗レビｰ(A.Michε五一L這W1844～至911

年)デブリｰ(G.A.Daubrる1王81進～王896年)デビ

ｰノレ(St･C.De舳芭)等やまたドイツにおいてはレ

ンベルク(J･LeInberg)デルタｰ(C.Doe王搬)慈ら

に原シアのそ減ツエはック(J.Moro髪ewic笈)クルスチ

ュ瓢フ(器桃籔Chr醐tschoマ)ベルナドスキｰ(y亙､

V嚢mad蜘)槻喝｡ζうして合成された鉱物は石

繁?鰯(詑図)

素レメ表リ句中の

鉱脈顯模式鰯

底｡c綴状⑳鉱康

登.サ鉱脈

Kは鉱層を切る鉱脈

甘綴§翻当時の治金術の一場面

第8図デレメ列jか寺湖嬢鉱の犠予

たて坑綱坑や擦獺逗)状滋がよく

みられる濠慧凄〕げで鉱原およ

びずリを地炎へ1漬こびだしている

第10図冶金術の1場櫛

Eは形をとるためのモｰル1ミを

使用していた

概噸ヅ貸ン1火よ諭燐の羅箆(1669年)

織し一い災譲蓬=幾覆して神に祈ってい

る1馳喋駿蜜が燐の光で輝いで

い葛織1子も黙蛛秘ある�
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策工2図アブ和泌ゴ夢ト漂ヅフ錦至§鰯ジ燃一ム潟ハ質トψ

ヴ猟ノレナｰ(17ゑ宴へ'工917勾言)ド(工?隻6～エ?嚢?牢)アライブ1レ

イツのザ淵ヘン終盤塗れフライグ終盤塞れ艦揚緩鴬を側芽を

カレグ鉱山学校の数授と濠り郷すぎてからや冶挙剛こ薄念し

年以上受の地位1こあった地質た

靭護か婁でなく鉱物学にも犬慈な

貿献をなし淀

英長着沸石珪灰石カスミ石白榴石カリ雲母

ソｰダライトジルコンなど当時すで湖O余種の鉱物が

つくられていた由しかしζれらの合成物はそのもの

の正確な物理常数の測定淋ない施めは施して巣一棉恐勅

ったかうたがわしい.終ルナ庶スキｰは珪線宥を合成

し多形現象を検討してい蕎がこれはその後斌一訟汐

(N.LBowen)によりムライトの集合体湾彰葛忽棚婁

たしかめられた.このよ費な初期の鉱物合成の研究1は

天然鉱物を人工的につくることが興瞭の中心で潜りそ

の合成結果から鉱物界のいるい弩な現象⑳解明の施めの

方向をとらず人造鉱物人造宝暦⑳禦澄の災多濠むし

ろ庭用的方面随発展していり花曲

19世紀末物理学や化学の学閥の発麗終つれて鉱物

岩石鉱床のいろいろな現象を物理化学的に解明しよう

と結晶過程の相図にもとづい花新しい研究がはじ護り

た.これはオストワルド(Ostwald)の熱力学的理論

の発展したかがやかしい時代で岩石鉱物の研究紀そ

のえい書よ簑があらわれて惑掩ものである山ノル労孤

第1姻災夢…矛インタ坪矛リアルのガ茅汲蜜搾る液鳶の電気炉

常用上皇§⑪e価｡で鐙篤王茱鰯⑪担｡嚢で繭禽ルツ我刺ζ瀦禽試薬を入れ

数時節鱗して妙繋災を搾る3剛襲どく蝸吹し好松りて均一な

組成ガラスとする宥ほなの電気煩はこのガ茅スを結晶化するもの

一の冶金学者フォｰクト(}泓LVogt)は鉱さいの

繕綿作用の研究がら出発し呼グ坪の結最作用を相律的

観点から論じそ⑳後の砦宥学の研究に大いにえい誉よ

うあた免だ.

顕微鏡下はおける微細な鉱物の同定X線技術の発達

や物理1化学的実験方法の導入により鉱物合成の研

究は裏すます書かんになってきた.とくにアメリカ･

ワシントンにカｰネギｰ地球物理学実験所の設立ドイ

ツのカイザｰウィルヘルム珪酸塩研究所の開所により

造砦鉱物の実験的研究カ§つぎからつぎにおこなわれ地

質魏象の理解に大いに貢献した.

実験的な研究の初期はは岩石や鉱物の溶融実験合成

実験がさかんでいずれも常圧乾式の方法が童でカ

ｰネギｰ地球物理学実験所の初代所長のディ(A･L.

D幼等の長着類の研究をはじめあしボｰウユン(N.

L腕榊n)の斜長石の相図フ瓢ソナｰ(C.N｡亙㎝鵬r)

⑳鎌O竈の多形の相互の安定関係をあきらかにした研究

などは代表的な初期の研究成果で謝る.初期のこれ

らの実験的研究のためにはおおくの困難をともなった｡

高濃紅おける醒確な温度目盛がなかっ花愁め短気体撮

度計から実用的な温度計をつくらなけれぽならなか欄淀,

漢花長鱒間の実験をようす葛固相線以下の安窟関係⑳検

討のため紀は電気煩⑳濃度蜜一定熔長時間花もっため

の温度の制御装置も不宛全なもので蕗り淀白しかし造

岩鉱物紀関係する潟もな系の研究はつぎからつぎへと

系統的終発表され花.これ塗の研究1迅ちいられた方

法は急冷艦で彫る血試薬からの組成潟合物を蝸発物

質とするか靭遂図はしめす談うな電気炉で組成ガラス

をつくりさらにそれらを結鵠化蜜せて出発物質&する

かいずれ然の方法をもちいるか珪酸塩鉱物の相平衡

閲をつくると巷紘は後者の方法で出発物質をつくるの

淡鞍通湾ある由鋤帖の出発物質を資金箔につつみ

艦度糊御⑳究会な真金煩(潮6図)熊悠久れ平衡慰働

じ稔のち氷漢潅は水銀串紀潟澄じ蜜温護で藩命さ潜るを

液体はガラ派些なり高温障おげる液と繕騒の状態蜜携

定できる｡ζれは相図をつくるのは重要な研究坊漆湾

あり現種も広くζの方法秘もちいられている,

跳◎を奮抄珪酸塩鉱物も爽然では璽翼なものではあ

薦淡鍛の酸化をぶ世くご肋姻難である愁めζれを

ふく嫁系の実験はなかながすす蜜なかった｡栄一ウ蝶

ン恕シャイラ岬(工K艶脇蹴)は夢くの失敗をがさ

ね淀のち跳｡を含む溶融体を純鉄のルツ料ζ入れ窒

素気流中でカ籟熱すれば酸化をふせぐζ肋蔓で書るこ&を�
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見出しFeO-S三〇宴(1932年)CaO-FeO-S三〇霊(1933年)

M冨O-F㊧O-S1O蟄(1935件)の系の研究をおこなった.

これらの研究も岩石学上きわめて重要な仕事である｡

H雲OやCO｡その碗の簿発性成分をふくむ系の実験は

さら紀困難でその研究の進捗もおそかった皇前節に

のべたフランス学派の研究者花ちは天然の岩石や鉱物

を多少の水の存在のもとで加熱しその変化をしらべ淀珀

容器にガラス管をもちい空としてアルカリ性の水溶液の

中での研究をおこなった｡温度は200む以下圧力は

試料にくわえられ花水の量と温度によりて支配されたた

めあ裏12高圧にも出来ずまた温度と圧力を相互に制

御することは困難であった.高圧ポンプの開発がすす

むとドイツのニグリｰ(P.N三gg11)カｰネギｰ地球

物理実験所のモレ･イ(G,WMorey)やフユンナｰ(C.

XF鋤鵬r)はよっていくつかの実験がなされたカミ19

ユ7牢モレｰとフ皿ソナｰはH宴O-K.S量O薯一Si02系の仕事

を発表した｡温度お圧力か精確ぽ測定されはじめて

高圧実験の端緒をひらいた苗

瓢脳自金ルツ泰刺こ濃含試薬を入れ炉心管上;こ鰯定して驚戴炉刺こ

4.超高歴実験のあけぼの

でも研究ポさかんにおこなわれるようになった.

五⑭13年モレｰ･ボンベの考案から小型で急冷可能な

タットル(α瓦Tutt1e)型の高温1高圧装置の完成や

ワイｰオズ栄一ン(見艮｡y一思瓦Osh⑪狐)等終よ馬

Tes'tube型ボンベの開発など温度や圧力の糊働装置

の進歩とともに比較的簡単な装置で広い範囲の合成実.

欝エ餐鰯鑓酸塩鉱

物単衡繁験箏派洲)急冷濃踊負金驚筑炉

挿入する

第17図試料は負金湖ζつつみ鷲気煩

中につるす

第ユ聰白金電気炉の温慶制御幾麓

媛踏榊壊駿で虹唖｡の範囲で制御が可能である�
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制鰯

カ～ジ常ン

超高圧研究の開拓者

験が容易におこなわれるようになってきた.このよう

な研究方法は世界各国でとりいれられアメリカイギ

リスドイツソ連フランスノルウェｰなどの岩石

鉱物研究室にはこの種の高温1高圧熱水合成装置がさか

一ん紀導入された.

2種の揮発性成分を同時にふくむ系の録近の研究であっ

て長らく論争の渓とであった炭酸塩岩(C鮒b㎝批鑓)

の成因を究明するのに重要な貢献をした.

超高圧(固体圧縮)の装置でいろいろの鉱物の合成

の仕事をおこなったのはノルトン社のコｰズ(LC㈱)

であった(1953年).コｰサイト(Coesite)の名でし

られている看英の高圧型鉱物ははじめて合成に成功し

た彼の名をとってっげられたものである.彼はこれま

で常圧で合成が不可能であった鉱物をつぎつぎにつくっ

た.ヒスイ輝石各種のガｰネットや当時天然にはし

られていなかった高密度型の石英(Co鑓ite)など高圧合

成の分野で著しい貢献をなした｡くわ篶くは後節での

べるがケネデｰ勇一ダｰロイをはじめ多くの若い

実験研究者によって(OH)をふくむ鉱物や高圧鉱物

の安定関係が急速に解明されていっ花止1950年代のう

ちに鷺一ズケネヂィｰパｰチ(R跣C王})を績じめ

多くの人々の研究によって数万気圧までの実験方法か

確立され現在蜜で数多く.の高圧鉱物の合成や各種鉱

物鉱物組合せの温度一圧力図が発表され岩看鉱

ル1スクイｰザｰ(鎌獺ψ的雌銘鮒)型商激拮南座装

置による研究やケネディｰ型プ汐猟の開発絶よるヒ

ストン1シリンダｰ(酌飾駁｡泌紬雛)型裟蟹の改輿は

棋界の注胃の蜜&はなるあともにそ¢)後の高座研究終

大書な進歩をもだ蟻し花串

…力ペンシルペ黒ア州並大学では泳災栄一ン蜜弗心詮

して濃イ(尺貫町)ムアン(災皿孤鋤)蔭の箸事研

究者淋高温1高圧実験を精力的紀潟こなっ花｡そのご

カｰネギｰ地球物理集験所からタｰトル(oユ碗搬)

ケイト(肌LK餐搬)クレイグ(3｡桝｡厳純)ス

ミス(瓦α脇搬)肋婁くわ杓割輪漢んで璽翼な

研究かつぎつぎ紀鶏表され花山撮近潔一トル籔琢リ

イ(R工双y王晦)によるC銚O-COザ職O系の仕事は

愁一種の高圧発生装置で熱を機械的カにか克る⑳紀高

歴⑳水薬気圧を利用し愁愁⑬懇滋る古

宙く弗團では火薬カ溌鯛慈れ利用翻欣｡忽扱は

鰯体を妙然体に強糊的にが克蕃&きに生ずる圧力を利用

じ花ものであり最近数メがバｰル(猛カの単位φ仁

ルのヱぴ倍)という超高煙を瞬間的ではあ薦淡喝くりだ

す試みに火薬が使用されでい鳶｡

高庇労祭の利用は化学工業はおいて璽翼でアン港ニ

アの合成締高分子の重合㈲凄高い圧力淋不可欠である､

藍花最近金属やプラスチックの加工随も圧力加工淡注目

されつつある｡われわれの濁常生清終は誠渓厘流体

圧を利周むたものは数多く雛蝪偽凸&貨が黒嫌シベ

分スライダｰスプレｰがンなど家庭の近代生活には欠�
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がすことのできないものになりっっありまた交通機関

のバス電車などのブレｰキには油圧空気圧カミもちい

られ建設工業関係の超重機プレスパワｰショベノレ

など無数の機器や器具類が流体圧を利用したものであ

る.

さて物質をおしちぢめたりガス体流体を圧縮した

りする圧力を正の圧力とするとその反対すなわち負の

圧力というものは存在するであろうか?物質が膨張す

るに必要なカを負の圧力と考えると正の圧力下では結

晶の原子間距離はみじかくなるが負の圧力下では長く

なると考えられる.α一Fe.O｡の単結轟で超微粒子のも

のはその原子間距離が正常のものにくらべて大へん大

徽

顯

…鞄咽

ペノ㍑イの合成ルビｰ製造用

…豪堪置

をつくる｡この中を落下する途中で原料はとけ保混

用の耐火マッフル賊でつつ棄れたなかの研火棒sの先端

にだ護りし想いぼ大きな液滴となる.それが十分大

きくなったところで保温部を徐々に冷却させて結晶を

える.この方法で2～3時間でユ5カラットくらいの合

成ルビｰがえられたという呈その後宥炭ガスのかわり

に水素ガスをつかった方カミより高温をえられる上不純

物の混入も少なく装置の改良とともに今員では3～遂

暗闘に500カラットの原石カミえられるよ:うになった.

この方法を火焙溶融法といっている｡

サファイアの合成にはじめて成功したのもベルヌイで

ある(王909年),酸化コバルトをコランダムに塞菅てル

ビｰと同じ方法で試みたが均質なサファイアを走るこ

とはできなかった.そこで酸化コバルトのかわりに酸

化チタンをま晋てやることで本物そっくりのサファイ

ァカミできたのである.酸化バナジウムをくわえるとき

には暗赤緑色の石がえられ人工のアレキサンドライト

といわれている.このような色のほかに桃色黄色

淡褐色革色緑色灰青色のものが合成されている｡

一方コランダムぽ酸化マグネシウムをま菅てスピネル

(尖結石Mg仙O堪)の合成もおこなわれ無色暗灰亀

淡草緑色青竜などいろいろの色のものが合成されてい

る.

第二次世界大戦終末前後において合成宝石の研究は異

常な発達をしめし鴛嵐一賢一クのサンド･エア会社と

ナシ嚢ナル鉛会社は共同研究のもとに合成ルチｰノレを

発明しチタニアとして市場に出また!941年キャロｰノレ

エフ1チャザムが人工丑メラノレドの合成に成功するなど

めざましいものがあ欄危､

(繁劇ま北海道大挙理学部地質挙鉱物学教室)�


